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はじめに

　１９５３年度以降，予算審議の参考資料としてｒ財政投融資計画」が策定され日本経済と

国民生活に対して重要な影響を及ぽすようにたって以来，財政投融資という概念は急速

に広まり ，今目では目常用語の一つにたっている。しかし，ひるがえって「財政投融資

とは何か」と間われた場合，従来の財政投融資研究において一般的抽象的な定義と個別

的具体的な定義の二つが与えられてきたように，明確に答えられないのが現状であろう 。

　　　　　１）
　私は前稿において，財政投融資をｒ戦後目本財政に独自の制度である財政投融資計画

に包括された諸資金の活動」と定義し，一般的抽象的概念としての財政投融資概念（あ

るいは財政投融資概念そのもの）へのｒ懐疑」を述べた。ただ，前稿では，主題が高度成

長期以降の財政投融資の現実分析にあり ，また紙数の関係もあ って，財政投融資概念の

検討については簡単に論述するにとどまり ，その本格的な展開は今後の課題として残さ

れた。本稿の目的は前稿におげる財政投融資概念の検討を敷術することである（新しい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７３）
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内容の付加と前稿の訂正を含む）。

　本稿が明らかにしようとするのは以下の３点である
。

　第１は，財政投融資概念を一般的抽象的概念として用いることには，¢財政投融資と

いう形でｒ財政投資」概念と「財政融資」概念を一体化したければたらない必要性が乏

しいこと，　現行財政投融資計画との乖離が大きいこと，など間題が多いこと 。

　第２は，財政投融資概念がｒ財政投融資計画に包括された諸資金の活動」を意味する

概念であること。すなわち，財政投融資概念が，１９５３年度前後の最初の財政投融資計画

の策定段階で，そこに包括された諸資金の活動を総称するために創出された歴史的で個

別的具体的な概念であること 。

　第３は，財政投融資概念に代わるより科学的た概念の創出とそれに対応する現行財政

投融資制度の改革が必要なこと 。

　以下，第１節で従来の財政投融資概念の定義を整理し，第皿節で一般的拙象的概念と

しての財政投融資概念について検討する。第ｗ節では財政投融資概念形成の経緯を述

べ， 財政投融資概念の歴史的で個別的た性格を明らかにする。そして最後に，第Ｖ節

で， 以上の財政投融資概念の検討が従来の財政投融資研究および現行の財政投融資制度

に対してもつ含意を述べることにしたい 。

　　 １）拙稿ｒ財政投融資」加藤睦夫 ・坂野光俊編ｒ現代目本財政論』ミネルヴァ書房，近刊所収 。

Ｉ． 従来の財政投融資概念の定義

　１　一般的抽象的な定義と個別的具体的な定義

　ｒ財政投融資とは何か」について，従来の財政投融資研究では一般的抽象的な定義と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
個別的具体的な定義の二つが与えられてきた。両老の代表的たものを最近のｒ経済学辞

典』から引用すると次のようである 。

　まず，一般的抽象的な定義。これは財政投融資を歴史的 ・国際的に普遍的な財政現象

と捉えるもので，例えぱ以下の定義がそうである 。

　　粋幣咋畔煽舛泌る枠舶鋤であ呼その特即坤奏
　未の形成壬行なうあと必垂左由汝資金去由会÷会付あ杉そ決給手る主こ えあ，由豪の金融的壷壷

　岳動の増大という点にある。それは，いわば銀行としての政府の金融活動の役割の増大を意味
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
　する」（大月書店版ｒ経済学辞典』，小沢辰男氏　　傍点は引用者，以下同様） 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７４）
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　　ｒ財政投融資は，広義には財政投資あるいは公共投資と同義語として使われ，実物資本の彩成

　を行う財政支出全体をさすものとされる。しかし，一般的には，直加とｉる嘉愈法動去きＬ
，公

　后元去舎点と亡そ金融如と会金壬歯逢し，三丸去血時企桑１地芳白浩床：良由企棄壬たは家計に

　由壷手る岳動をよぶものとされている。目本において，毎年度ｒ財政投融資計画』として総括さ

　ている財政活動が，ほぼこのような概念と一致している」（岩波書店版ｒ経済学辞典（第２版）』 ，

　　　　４）
　商橋誠氏） 。

　次に，個別的具体的た定義。これは財政投融資を財政投融資計画に基づく戦後目本の

独特の財政現象と提えるもので，例えぱ以下の定義がそうである 。

　　
「財政投融資とは，缶各蓮角命壷各，商疾壷各毒あ壷蒔会嘉ら疫壷嘉ｉホ融資に関する活動で

　曲壷疫愈壷許由と毛二らじ・七合ら丸毛毛あをいう 。財政投融資は予算とともに国の財政活動にお

　いて重要な地位を占めているが，その基本的性格としては次の諸点があげられる 。（１）金融的活動

　であること ，（２）コストのかかる資金であること，（３〕公共的性格をもつこと」（東洋経済新報杜版
　　　　　　　　　　　　　５）
　『経済学大辞典』，水野正一氏） 。

　　ｒ政府は今日，郵便貯金によっ て直接民間から資金を集める以外に，年金，保険の業務を公的

　に行いおのおのの積立金を保有してい乱また各種の特別会計には １． 余裕金ざ寧辛争苧牛Ｐラテ

　ともあり，これらを有効に活用せねぱならたい。そこで政府は，三れらあ公的資金を原資とし政

　歳自由と貞口亡そ由壷亡走ら融壷を行ったりしている。これを一括して，財政投融資と呼んでい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
　る」（東洋経済新報杜版ｒ体系経済学辞典（第６版）』，石弘光氏）。

　石氏の定義は財政投融資計画について述べていないが，郵便貯金，年金積立金，各種

特別会計余裕金 ・積立金を財政投融資の原資として具体的に揚げており ，これが財政投

融資計画を念頭においたものであることは明瞭たので，個別的具体的定義の一つと見な

しても差し支えないだろう 。

　ところで，一般的抽象的た定義にせよ，個別的具体的な定義にせよ，それぞれの定義

には論老によっ て若干の違いがある。一般的拙象的な定義については次項で述べるが ，

個別的具体的た定義についてみれぱ，水野氏の場合は明確にｒ財政投融資計画にもとづ

いて行われるもの」と定義されているのに対し，石氏の場合は，念頭におかれているの

は財政投融資計画でも，定義それ白体からは財政投融資計画以外のものも含めることが

できる内容にたっている。先述したように，私は財政投融資概念をｒ財政投融資計画に

包括された諾資金の活動」と定義し，財政投融資計画以外のものを含めていない。財政

投融資計画以外のものを含める場合の問題点については後に見ることにしたい 。

　なお，一般的抽象的定義と個別的具体的定義を折衷した次のような定義もある 。

　　 「財政投融資とは　由あ缶睦：后加を痘ヒそ桑らら丸る各痘あ公由衰条を財療
１三二

して，由の政

　納触如沽と合紬紘紬疫紬浩動のことであり，五紬と舳触紬紬と基づ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７５）
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　いて行われる資金の運用と資金運用部資金による国債引受げからなっている」（『図説 ・日本の財
　　　　　　　　　　　７）
　政』ｒ図説 ・財政投融資』） 。

　このような折衷的た定義が成立するには，抽象的に定義されたものとｒ具体的」とさ

れたものとが一致することが必要だが，次節で見るように現実には一致しないので，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　８）
の定義は成立することができない 。

　　２　　般的抽象的定義の四つのタイプ

　ところで，一般的抽象的な定義も論者によっ て違いがある。大きくは次の四つのタイ

プに分けることができる 。

　¢　ｒ財政資金による金融的活動（投融資）」と定義するもの。例えぱ ，
　　 ｒ財政投融資とは由産会金あ会未命塩ぺあ参茄であ

って，資本主義の全般的危機段階におげる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
　資本蓄積のゆきづまりを打開し，独占利潤の新たな源泉になる」（宮本憲一氏）。

　　 ｒ財政投融資とは，ひとくちでいうと蔚壷あ在痘表去らら亡七壬ゑ由き克る会金与汝府あ釦

　鋤あ沁と嘉紬紬絃二由紬とし走糸二そ，由虻走ら紬し走ら姑三二であ
　　　　　　　　ユ０）
　　る」（遠藤湘吉氏）

。

　　 「財政投融資（以下財投と略す）を，政府の実物資本一般の形成である公共投資（又は財政投

　資）と政府の金融的活動の両者を含む包括的概念としてとらえる見解もあるが，多くは狭義に理

　解して，政府の金融的活動に隈定してとらえている。／ここでも財投を政府資金による金融的た

蝕泌紬として限定して
，ひとまず定義しておくことにした川和田八束罠１

。

　　　ｒ財政資金による実物資本の彩成を目的とした金融的活動」と定義するもの。例

えば ，

　　 「財政投融資は麦あ奏未あ杉茂垂自南二しそ左きＡる由汝会金あ金融由疫会
と挽定される」（佐

　　　１２）
　藤進氏） 。

　　 ｒ財政投融資とは，美あ養未あ杉茂去島三左らみ；二必垂左財汝会金を，由奏冬会舟あ杉そ決給

姑二三如，由如錨触酷動をさすものである」（４、沢辰男
島。

　　「財政投融資を文字通り定義しますと，国家による投資および融資ということになり，一般に
　資本機能を営なむ財政支出をさします。つまり ，財政投融資は麦あ壷未あ杉壷去白南二｛ノ七合左

挑紬鮭あ鹸 と定義することができます」（海老沢道雄
嵩。

　　　ｒ公信用により金融的に調達された財政資金による金融的活動」と定義するもの
。

例えぱ ，

　　 ｒ由豪虐角去基細と金融南と南逢し走会金去金融如と圭由（邊角）しているのが財政投融資」

　　　　１５）
　（樋口均氏） 。

＠　ｒ公信用により金融的に調達された財政資金による実物資本の形成を目的とした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７６）
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金融的活動」と定義するもの。例えぱ ，

　　「ここで間題となっている財政投融資とは何かについては，いろいろと議論のあるところであ

呼．私脈蝪銚し七公紬ギ
〉１

とＬ幽抽・鳩榊幽金し
　この財壷会益去壷府藷癌虹汝涛企粂史由各業圭も圭豪｛；二，嘉融由杉愈壬二つ七圭由手る各

紙動として規定した川高橋誠
蝿。

　　
．幣投幣 とば 蝪姑角ギ＞としそ紬虻紬擁しと嚇紬触
　や融資の杉で政后毒粂良由企桑壬も壬家計と寿し七供給手る財汝疫壷岳動である」（山村勝郎
蛤。

　それぞれの違いは明らかで，¢が最も広義で　　＠も含み，＠がもっとも狭義の定義

である。そしてこの違いは北岡甲子郎氏の概念図（図１）においてより明瞭に示されて

いる（ただし＠は含められていない）。 ここでは，最も広義のｒヶイソズ流の公共投資」を

除いて（戦費まで含む政府支出全般をｒ投融資」ということには無理がある），財政投融資概念を

「広義の財政投資（現物資本形成）」（¢に対応），ｒ財政投融資（財政資金の金融的投資）」（＠

に対応）・ｒ金融的に調達された財政資金による財政投融資」（＠に対応），ｒ財政投融資」

に民間資金の活用と自己資金を加えたｒ財政投融資計画」（個別的具体的定義に対応），と

図１　財政支出中の投融資の概念

　　財政資金
（１次的には利益追求を目的としない）

　　　　　ｌａ〕

　　　　　ｌｂ）

　　民間資金
原則として利益獲得を〕的とする）

十

１（・）

〕
１・）ケインス流の公共投資（戦費等を含めた乗数効果をもつ独立的な

　政府支出全般）

ｌｂ〕広義の財政投資（公共事業費を合めた現物設備が残るカ）どうかよ

　り）

ｌＣ〕財政投融資（資本的機能をもつ金融的投資）

ｌｄ〕財政投融資資金計画によるもの

ｌｅ）金融的に調達された財政資金（郵便貯金 ・簡保 ・厚生保険）

ｌｆ〕自己資金（運用利回，回収金）

１９〕公募債借入金（畏間資金の活用）

（出所）北岡甲子郎「財政投融資」木村元一編「財政』春秋社，１９６０

　　年所収，１１２ぺ一ジ 。

　　　　　　　　　　　（４７７）
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いうように区別されている（北岡氏白身は木村元一氏の見解に基づいて，ｒ財政資金のうち・『特

に資本的た機能をもつもの，いいかえれぱ，政府企業，政府関係機関，民間企業，その他企業の実

物資本の移成を目標として，政府が財政資金を融通する』金融的融資を指すこととしたい」一す

　　　　　　　　　　　　１８）
たわち　一と定義されている）。

　ところで，こうした財政投融資概念の定義をみる限り ，そこには，用いられる財政資

金について金融的に調達された資金以外のものを合めて定義するのか否か，その財政資

金の支出について実物資本捗成以外のものを含めて定義するのか否か，などの重要な論

点が存在するのだが，これまでの財政投融資研究史上ではそれらをめぐっ ての論争は存

在していたい。そして実際には，¢＠＠と挽定する論者も　の意味で用いていることが

多い。例えぱ，¢と観定される和田氏においても，財政投融資の特質を述へられる場合

には，原資がｒ非権力的で有償的である」こと，支出の性格がｒ投資的支出」であり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
「資金の循環」であることを指摘されている。また，　＠と観定される樋口氏や高橋氏 ，

山村氏も，具体的な目本の財政投融資計画を述べられる場合には，金融的に調達された
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
資金ではたい産業投資特別会計出資をも合めて論じられている 。

　このようにみれぱ，財政投融資概念を　般的抽象的に定義する論老の間には定義それ

自体には個々に違いがあるとしても，その違いについてはそれほど重要性をもつものと

意識されていないといえよう 。しかし，いずれにせよこれらの定義には根本的な問題が

存在する。それは，第１にｒ財政投資」概念が不明確でｒ財政融資」概念と一体化して

「財政投融資」概念を彩成することの必要性が明らかにされていたいこと，第２に一般

的抽象的に捉えられた財政投融資概念と現実の財政投融資計画の包括範囲とが一致せ

ず， 財政投融資概念が現実分析に有効た概念でないこと，第３に個別的具体的概念とし

て財政投融資概念が形成された経緯が無視されていること，である。次節および次々節

ではこの順にしたがって一般的抽象的概念としての財政投融資概念を検討し，あわせて

財政投融資概念の彩成過程をみることにする 。

　なお，以上整理した理論 レベルとは異な って，上記（大月書店版ｒ経済学辞典』＝小沢氏や

和田氏）の引用文の中にも登場しているが，財政投融資概念を「財政投資」をも含む「実

物資本の形成を行なう財政支出全体」をさす包括的概念として捉える場合もある。この

ような財政投融資概念の理解についてはｒ財政投資」概念の検討部分でとりあげる 。

　　 ２）財政投融資概念を一般的抽象的な定義と個別的具体的た定義に分げる方法については，福

　　　島量一・ 山口光秀 ・石川周編ｒ財政投融資』大蔵財務協会，１９７３年，７～９ぺ一ジ・を参胤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７８）
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　なお，成田頼明ｒ財政投融資」（石井昭久 ・有泉享 ・金沢良雄編ｒ経営法学全集』第８巻
，

　ダイヤモソド杜，１９６５年所収）は，財政投融資概念をｒ彩式的 ・慣用的意味における財政投

　融資」（本稿でいう「個別的具体的定義」）と「実質的 ・機能的意味におげる財政投融資」（本

　稿でいう「一般的抽象的定義」）とに分けている 。

３）『経済学辞典（第２版）』岩波書店，１９８２年，４８２～４８３ぺ 一ジ 。

４）『経済学辞典』大月書店，１９７９年，３４７ぺ一ジ 。

５）ｒ経済学大辞典』東洋経済新報杜，１９８０年，７３８ぺ一ジ 。

６）『体系経済学辞典（第６版）』東洋経済新報杜，１９８４年，６６９ぺ一ジ 。

７）石坂匡身（大蔵省犬臣官房調査企画課長）編ｒ図説 ・日木の財政』昭和６２年度版，東洋経

　済新報杜，１９８７年，８５ぺ一ジ；米澤潤一（大蔵省理財局資金第１課長） ・野口卓夫（同資金

　第２課長） ・窪田勝弘（同地方資金課長）編『図説 ・財政投融資』昭和６２年度版，東洋経済

　新報杜，１９８７年，１７２ぺ一ジ 。

　　なお，『図説 ・財政投融資』の定義は毎年度ほ惇同じであるが（ｒ図説 ・財政投融資』の発

　行は８２年度からである），ｒ図説 ・日本の財政』の定義が現行のようになったのは８５年度以降

　のことである。それ以前は，ｒ財政投融資とは，財政による投資や融資のことであるが，一
　般に財政投融資と呼ぱれているのは，財政投融資計画に基づいて行われるものを指す」と定

　義されていた。定義の変更はｒ図説 ・財政投融資』と合わせるためであろうと推測される） 。

８）なお，財政投融資を個別的具体的に定義するものには，代表的なものとして以下のものが

　ある 。

　　　「本書では，財政投融資という言葉を予算技術的見地から限定して，予算と関連して策

　　定される，いわゆるｒ財政投融資資金計画』に盛られている財政投融資を呼ぶことにした

　　い。すたわち，予算とともに国会の参考資料として提出される，いわゆる財政投融資計画

　　にのる財政投融資を呼ぶことにしたい」（澄田智 ・鈴木秀雄編ｒ財政投融資』財務出版 ，

　　１９５７年，１ぺ一ジ） 。

　　　「財政投融資計画（以下財投と記す）は産業投資特別会計 ・資金運用部資金，簡易生命

　　保険および外貨債といったルートすなわち，租税，年金 ・保険，任意貯蓄という彩で国民

　　から吸収した資金および外貨債を資金源（原資）とし，特別会計を通じて政府自ら事業を

　　おこなったり，公杜，公団，特殊会杜等の政府企業ないし準政府企業に対して資金を出

　　資 ・融資したり ，政府関係金融機関に出資 ・融資することを通じて民問に資金を供給した

　　り ，地方債引受げによっ て地方公共団体に資金を供給したりするといった彩で運用する政

　　府金融活動の総称である」（林健久ｒ財政投融資」目本証券経済研究所ｒ証券研究』第３５

　　巻，１９７２年１２月 ，２００べ一ジ） 。

　　　「財政投融資は，資金運用部資金を中核とし，これに簡保資金を加えた有償の財政資金

　　の融資活動を主体とするものである。さらに，これらの融資を補足するものとして政府保

　　証による民問資金の活凧また，産業投資特別会計による出融資も財政投融資に含められ

　　ている。これらの資金を用いた長期的た投融資が財政投融資（一般に財投と略称される）

　　であるが，現状ではその基本が融資活動であることを認識しておく必要がある。また，毎

　　年度の予算作成にあわせて財政投融資の年度問の予定表が作成されているが，これが財政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７９）
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　　投融資計画と呼ばれるものである」（福島量一・ 山口光秀 ・石川周編，前掲書，１ぺ一ジ）。

　　　ｒ本書でとりあげようとしている財政投融資とは，ｒ資金運用部資金等の有償資金を中心

　　とした政府の投融資活動であって，毎年度，財政投融資計画としてまとめられているも

　　の』である」（石川周 ・行天豊雄編ｒ財政投融資』金融財政事情研究会，１９７７年，２ぺ一

　　ジ） 。

９）島恭彦 ・宮本憲一ｒ財政投融資の機構」鈴木武雄新庄博 ・高橋泰蔵林栄夫編ｒ金融財

　政講座』第３巻，有斐閣，１９６１年所収，３へ一ジ（なお，この論文は島氏と宮本氏の連名に

　たっているが，島氏はｒはじめに」を書かれているだげで，本論はすべて宮本氏の執筆であ

　る）。

１０）遠藤湘吉ｒ財政投融資』岩波書店，１９６６年，２ぺ一ジ 。

１１）和田八束ｒ財政投融資の実体と構造」柴田徳衛 ・置塩信雄 ・岩波一寛 ・中桐宏文編ｒ現代

　財政論の再検討（林栄夫先生還暦記念）』有斐閣，１９７８年所収，１７７ぺ一ジ 。

１２）佐藤進ｒ財政投融資」島恭彦 ・林栄夫編ｒ財政学講座』第３巻，有斐閣，１９６４年所収，

　１６３ぺ一ジ。同様の定義は，同ｒ要説 ・日本の財政』東洋経済新報杜，１９７９年，９９ぺ一ジ；

　同ｒ財政学入門』同文館，１９８１年，２０９ぺ一ジ，たどでも見受げられる 。

１３）小沢辰男ｒ財政投融資の機構と機能」鈴木武雄編ｒ日本の財政（新版）』至誠堂，１９６６年

　所収，３１２ぺ一ジ 。

１４）海老沢道雄ｒ財政投融資の話』目本経済新聞杜，１９６６年，１５ぺ一ジ 。

１５）樋口均ｒ財政投融資一第二の国家予算』教育杜，１９７８年，２０ぺ一ジ 。

１６）高橋誠ｒ日本財政のメカニ ズム』毎目新聞杜，１９７１年，９９ぺ一ジ 。

１７）山村勝郎ｒ財政投融資とは何か」高橋誠編ｒ財政学を学ぶ』有斐閣，１９７５年所収，６８～６９

　へ一シ 。

１８）北岡甲子郎「財政投融資」木村元一編ｒ財政』春秋杜，１９６０年所収，１１３ぺ一ジ。たお ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）
　この定義のうちｒ』の部分は木村元一ｒ財政学』講義からの引用とされているが（同書９４

　ぺ一ジ），文献未入手のため確認はできていない。ただし，別の論稿では＠に近い規定をた

　されている一ｒ財政投融資とは，国の金融的活動領域とＬて，政府の管理下におかれた主

　として有償な財政資金を一括し，一定の計画に基づいて，公的部門，民間部門に対し，その

　実物資本の移成を目的として行なわれる出資または融資である」（ｒ財政投融資」大川政一編

　ｒ財政論』有斐閣，１９７５年所収，３７８ぺ一ジ） 。

１９）和田八束，前掲論文，１７７～１７９ぺ一ジ。たお，和田氏の定義では，「投資」の中身が必ず

　しも実物資本形成に限定されていたいようにも見える。例えぱ，ｒ財政投融資の一般会計化」

　を述べられている箇所では資金運用部資金による国債引受けなどを合められていたり（１９３

　～１９７べ一ジ），また，財政投融資と本来的財政の支出の性格観定ではｒそ棚こよって固定

　“資本
’’

が彩成される」かどうかということではたく ，「財源自体が回収されたり増殖したり

　する」かでその違いを判断されているからである（１７９ぺ 一ジ）。 しかし同時に，「投資とい

　うのにその資金が生産去痘亡そ回収され価値を増やすことを意味している」ともいわれ

　ており（同上），この場合には実物資本彩成を念頭におかれているようにも思える。この点

　で和田氏の定義には不明確さがある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８０）
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２０）高橋誠，前掲書，９９べ一ジ；山村勝郎ｒ財政投融資のしくみ」高橋誠編ｒ財政学を学ぶ』

　前掲所収，７１～７６ぺ一ジ 。

皿．一般的杣象的概念としての財政投融資概念の検討

　１ ．「財政投資」概念と財政投融資概念

　財政投融資を一般的抽象的概念と捉えた場合の第１の問題点は，ｒ財政投資」概念と

「財政融資」概念を一体化してｒ財政投融資」概念を形成する必要性が明らかでないこ

とである
。

　財政投融資は・文字逓りに解釈すれぱ，財政による投資（ｒ財政投資」）と融資（ｒ財政融

資」）のことである。ここで，ｒ財政融資」は財政資金の融通のことであり ，一般的には

財政資金の貸付げとして規定できよう 。しかし，ｒ財政投資」はどうか。従来，ｒ財政投

資」概念には財政資金の投下すたわち「政府出資」という意味と，ｒ財政資金による実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
物資本形成」という意味の二つの意味が与えられてきた。そこで，このそれぞれについ

て財政投融資概念との関連を検討することにしよう
。

（１）ｒ財政投資」を「政府出資」と理解する場合

　まず，「財政投資」を「政府出資」と理解する場合から考えてみよう 。この場合のｒ財

政投資」概念は財政資金の支出形態に関わる概念であり ，同じ支出形態上の概念である

「財政融資」概念と合体してｒ財政投融資」概念を形成することは可能である。通常 ，

「投融資」という場合のｒ投資」概念はこの意味で解されよう
。

　こうして形成されたｒ財政投融資」概念は，ｒ財政投資」も「財政融資」も共通して ，

一般の財政支出のような財政資金の費消ではなく ，¢資金の有償性（出資に対しては配当

や国庫納付金・融資に対しては利子を要求する），　資金の循環性（回収された資金が再運用さ

れる），　資金のストック性（運用された資金が費消されず蓄積される），などの資本的性格

を有する点，つまり両老の共通点を際だたせる上で大きたメリットがある。Ｌかし，そ

れ以上にｒ財政投資」概念とｒ財政融資」概念を一体化して財政投融資概念を形成する

必要性は存在するのだろうか。むしろそうすることによる弊害の方が大きいように思え

る。

　第１は，財政投融資という形でｒ財政投資」とｒ財政融資」が一体化されることで
，

両者の範曉上の相違が陵昧にされてきたこと，とくにｒ財政投資」＝政府出資の意義が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８１）
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表１ 産業投資特別会計出資の推移
・・一・・１

（単位 ：百万円）

住宅金融公庫

中小企業金融公庫

中小企業信用保険公庫

農林漁業金融公庫

公営企業金融公庫

北海道東北開発公庫

沖縄振興開発金融公庫

日本開発銀行

日本輸出入銀行

住宅 ・都市整備公団

船舶整備公団

地域振興整備公団

国際協力事業団
医薬品副作用被害救済 ・研究振興
　基金
生物系特定産業技術研究推進機構

目本鉄道建設公団

奄美群島振興開発基金

金属鉱業事業団

石油公団

目本科学技術情報セソター

情報処理振興事業協会

基盤技術研究促進セソター

産業基盤整備基金

商工組合中央金庫

目本航空株式会杜

東北開発株式会杜

沖縄電力株式会杜

電源開発株式会杜

北海道地下資源開発会杜

日本合成ゴム会杜

目本航空機製造株式会杜

日本たぱこ産業株式会杜

日本電信電話株式会杜

関西国際空港株式会杜

合　　　　計

巽年警１

　１５０

　８２

　３８

　３６６

　１８

　２５

２． ３４０

　５８３

　２９２

　　４

　２０

７９

４７

３５

２２

６００

　６

１０

１・…

・・一・・１

３９５

　６

２０

７５２

　８

２５

１． １７５

　３２０

　－４

　２６

２５

６００

２１

５０

５０

３６

２５

３

１ム…

・・一・・１

５

１１

２５

２． ７２５

　　５

　　８

４２６

２１

３５０

　７９

　５８

－７５

－９

－１０

　４２

１ユ…

・・一・・１

５４

６４

３． １３０

　　２

　２１０

１７５

１７０

　４９

　３９

　１０

－９９

１孔…

８７

１， ７６０

一４２

１・…

・１一・・１

２０

３５

８７

３００

一１００

　２５

　１００

－１３０

　５００

２， ６００

１ム…

８６～８７

８７

２８０

３０

７７

　８

１

７６

８３

９６

４５５

５０

１７５

６２２

１・…

（出所）

（注）

大蔵省編ｒ財政金融統計月報』財政投融資特集号，各年度版，その他より作成 。

　６０年度は年度末残高，その他はその期間中の合計額 。

　８５年度は見込み，８６，８７年度は当初計画 。

　改組されたものは現在までの最終機関名を掲げた 。

（４８２）
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一面化されてきたことである。政府出資は二つの役割をもつ。一つは財政資金の支出の

役割で，現実にはｒ配当などの資本収益を要求しない」資金調達コストゼロの資金とし

ての役割である。もう一つは所有関係上の役割であり ，出資先企業の資本金構成におけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
る政府出資の比率はその企業の性格を揚定するものである。ｒ財政融資」とは前者の点

では範曉的に同一レベルにあるが（この点でもｒ財政融資」は貸付資本としての運動形態をと

るのに対し政府出資は必ずしも資本的彩態をとらないので異たるが），後者の点では明らかに範

瞬を異にする。しかし，財政投融資という形で資金の支出形態のレベルで「財政投資」

概念とｒ財政融資」概念が合体されれば，必然的に政府出資のもつもう一つの役割，所

有関係の側面が見落とされざるをえなくなる。そして実際，これまでの財政投融資研究

で論じられてきた政府出資は無償資金としての政府出資であ ったのである。例えば，表

１は産業投資特別会計出資の推移を示したものであるが，この表から，高度成長期の産

業投資特別会計出資が日本輸出入銀行に集中しており ，それが日本輸出入銀行の貸出金

利を他の政府金融機関よりも格段に低めた決定的要因てあることが指摘できる　　要す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
るに従来の研究では政府出資の意義はこのレベルのものであ った。しかし，８０年代後半

以降，ｒ民問活力」活用論の中で新たに設立された財政投融資対象機関には公私混合出
　　　　　　　　　　　　　　２４）
資公共法人や公私混合企業が多く ，公企業の所有関係を無視することはできたくな って

いる 。

　第２は，民間企業と財政とにおげる資金供給ノレートの違いである。民間企業とくに民

間金融機関の場合，資金の供給は利子や配当，キャピタノレゲイソの獲得を目的としてい

る以上，投資や融資という資本的運動形態に隈定される。その意味でｒ民間投融資」と

いう概念は成立する。しかし，財政の場合には，公企業への資金供給形態は投資と融資

だけに限定されておらず，補助金や補給金などの消費的支出形態も存在する 。それゆえ ，

財政資金の供給を「財政投融資」概念だげでみることはできないのである 。

　政府出資と利子補給の関係は，戦後目本の予算編成過程において重要な論点の一つで

あっ た。 例えば，１９５５年度予算編成において，ｒ原則として財政投融資資金を租税にて

負担すべきではないという原則」（ｒ３０年度予算審議における民自両党了解事項」１９５５年６月１

目）の下に財政投融資に対する一般会計支出が大幅に削減された。しかし同時に，ｒ一

般会計出資の削減，財政資金の民問資金への肩代わりにともなう事業資金 コストの上

昇」が問題とされ，一般会計からの利子補給については「利子補給はまたたく間に膨大

な金額となる危険性がある」ので，「結局これを避げて，産投会計から出資を行うこと」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８３）
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とされた（ｒ国の予算』昭和３１年度版）。 しかし，ｒ財投の重点が公共投資に移行してゆげば

ゆくほど，金融的移態を本来の性格とする財投の性格を緯持してゆくことが
一困難」（鈴

木武雄氏）となり ，１９６５年度予算では財源難対策として利子補給方式が採用され，税収

不足に対応する歳出削減策として農林漁業金融公庫 ・住宅金融公庫 ・日本住宅公団への

出資が利子補給に切り替えられた。それは，出資方式をとれぱ将来の国の負担は軽減さ

れるがその年度の財政赤字が増大するのに対して，利子補給方式をとれぽ将来の国の負

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
担は増大するがその年度の財政赤字は軽滅されるからである 。

　このように，政府出資と利子補給とが代替関係にあり ，しかも７０年代後半以降，政府

金融機関への一般会計からの利子補給が増大している下では（表２参照），財政投融資概

念は公企業への財政支出彬態の現実分析においてその有効性をますます失ってきている

のである 。

　第３は，これまでの財政投融資研究は実際にはほとんどｒ財政融資」の研究であり ，

表２　政府金融機関に対する一般会計繰入金の推移
（単位 ：億円）

年度１住宅公庫医療公庫１国民公庫１中小公庫１環衛公庫１農林公庫１公営公庫１沖縄公庫１合計

１９７０　　　　　　　７１　　　　　　　６　　　　　　　１　　　　　　－

　７１１０８８一一
　７２１４４１１　８－
　７３　　　　　　Ｉ８３　　　　　　１１　　　　　　一　　　　　　一

　７４　　　　　　３３１　　　　　　１５　　　　　　　５　　　　　　－

　７５５５０１２　８－
　７６　　　　　　８４７　　　　　　１９　　　　　　１６　　　　　　－

　７７　　　　１．０７０　　　　　　２３　　　　　　１２　　　　　　－

　７８　　　　１．１２８　　　　　　２７　　　　　　　９　　　　　　　３

　７９　　　　１．３２５　　　　　　３４　　　　　　　２　　　　　　１０

　８０　　　　１．９５９　　　　　　４１　　　　　　１６　　　　　　　９

　８１　２．１７４　　４４　　２６　　７
　８２　　　　２．８１４　　　　　　４４　　　　　　３２　　　　　　　２

　８３　　　　２．８１５　　　　　　４２　　　　　１１１　　　　　　８０

　８４　２．３８３　　４１　　１６７　　９６

　８５　３，４１３　　－　　２２６　　１４６

　８６　３，４３３　　－　　３４６　　２３７

　８７　　　　３，４７３　　　　　　－　　　　　　４１２　　　　　３１２

１１　　　　　１２８　　　　　　　３　　　　　　－　　　　　　　２２０

１６１６７　４－３０３
２０　　　　　２３５　　　　　　　６　　　　　　－　　　　　　　４２４

１９　　　　　２５８　　　　　　　９　　　　　　　３　　　　　　４８３

２４　　　　　３１６　　　　　　１１　　　　　　　４　　　　　　７０５

６　　　　　２５１　　　　　　１４　　　　　　１３　　　　　　８５４

３１　　　　　４４４　　　　　　２１　　　　　　３０　　　　１．４０８

４１　　　　　６６２　　　　　　３５　　　　　　５４　　　　１ ．８９７

４７　　　　　７５６　　　　　　５０　　　　　　７４　　　　　２．０９４

５０　　　　　７８７　　　　　　６４　　　　　　８０　　　　２．３５２

７１　　　　　８６２　　　　　　８０　　　　　　８２　　　　３ ．１２１

８４　　　　　９１０　　　　　　９９　　　　　　８１　　　　３．４２５

８５　　　１．２３２　　　　　１１９　　　　　　８８　　　　４．４１６

７２　　　１ ．３０２　　　　　１３７　　　　　１００　　　　４．６５９

６８　　　１．３５０　　　　　１５０　　　　　１１９　　　　４．８５４

７４　　　　１．３９８　　　　　１５６　　　　　１２２　　　　　５．５２５

７４　　　　１．４３４　　　　　１５９　　　　　１２５　　　　５．７９８

５７　　　　１ ．４３７　　　　　１５１　　　　　１２９　　　　　５，９７１

（出所）第４３回日本財政学会（１９８６年，法政大学）における北川功生氏の配布資料を組み替え付記したも肌

（注）１．８４年度まで実績，８５年度は見込み，８６，８７年度は予算 。

　　 ２． 医療金融公庫は８５年に杜会福祉 ・医療事業団に統合された 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８４）
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政府出資については，戦前期の研究を除いて，戦後期の分析は産業投資特別会計出資以

外に一はとりあげられてきていないことである。その点からいえば，財政投融資概念でな

くとも，ｒ財政融資」概念で十分であ った 。

　以上のようにみれば，ｒ財政融資」概念とｒ財政投資」概念を合体してｒ財政投融資」

概念を形成する必要性は乏しいように思われる 。

（２）ｒ財政投資」を「財政資金による実物資本形成」と理解する場合

　次に，ｒ財政投資」を「財政資金による実物資本形成」と理解した場合を考えてみよう 。

　この場合のｒ財政投資」概念は財政資金の支出対象に関わる概念であり ，支出形態の

概念であるｒ財政融資」とは範晴を異にする。それゆえ，両者を合体してｒ財政投融

資」概念を形成することができたいことは明らかである。しかし，従来，このｒ財政投

資」概念と財政投融資概念とが十分整理されないことから，概念上の混乱を招いていた

ことがある 。

　第１は，財政投融資概念を財政資金による実物資本形成を意味する包括的概念とする

場合がそれである。例えぼ，次のような規定 。

　　「財政資金を投資目的に支出する場合には，国の消費経済をまかたう財政活動と区別する意味

　で一般に財政投資と口乎ぼれる。財政投融資という言葉がもっとも広い意味で使われる時には，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６）
　の種の財政投資のことをさしている」（山村勝郎氏）。

　しかし，ｒ財政投資」概念に財政資金による実物資本形成という意味を与えることが

できたとしても，財政投融資概念にまでそれを拡張することはできるだろうか。答えは

否である。なぜなら，たんなる「投資」ではなく「融資」をも含むｒ投融資」という概

念になれぱ，それは支出形態上の概念であり ，支出対象を表わす概念にはなりえないか

らである 。

　また，ｒ投磁資」が「投資」より包括的だから，財政投融資概念がｒ財政投資」概念

をも含むより包括的な概念であると理解されるかもしれたい。しかし，そうなれぱ財政

投融資概念は，財政ｒ投」融ｒ資」は支出対象概念，財政投ｒ融資」は支出形態概念と

なり ，一つの言葉に性格の異なる二つの概念を設定するという誤りをおかすことにたろ

う。

　第２は，財政投融資をｒ財政投資」の一形態とする場合がそれである。例えぱ，次の

ようた規定 。

　　ｒ最近普通に使われている広義の財政投資を分類すると ，（１）一般会計から支出される一般公共

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８５）



１６８ 立命館経済学（第３６巻 ・第３号）

　図２　財政投資の諸彬態
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（注）Ａ＝財政支出に於ける資本的支舳（ａ…楽葉費、施設費等、ｂ…国家資産の増加、ｃ…民間への山資貰付、麗ヨ資本的支仙以外）

　　ト狭義の財政投繊（一口 の投資畿蹄舳））。 Ｃ＝広錐の財政投触資（公共徽等を除／ことカ“ある）
　　Ｄ＝産業への財政投触資。Ｅ：国民所得計算に於ける財政資本形成 。
（備考）１．函は蝸への供給、口 は政府事業への供紛、鰯は主要建設的財政支舳
　　２．各図形の大きさは金頷の大きさを必ずしも示していない 。

　　３．地方財政投資は除いた 。

（川所）大蔵汽編 「財政金触統計月報』第４４分、１９５３年６ハ 、１ぺ一ジ 。

　蔀業投資，（２）政府事業への直接的投資，（３）開銀，輸銀，各種公庫等からの民間産業への間接投資
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
　に分げられる。（２）と（３）が狭義の財政投融資である」（小沢辰男氏） 。

　また，『財政金融統計月報』第４４号ｒ財政投資」特集は，図２のように「財政投資」

の諸移態をあげて，財政投融資（それも３種類の財政投融資概念）をｒ財政投資」の一移態
　　　　２８）

としている 。

　しかし，この場合には，上位概念であるｒ財政投資」と財政投融資概念の中のｒ財政

投資」（財政ｒ投」融ｒ資」）との二つの「財政投資」概念が生ずることにたり ，概念の混

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８６）
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　　　２９）

乱を招く 。

　このように，ｒ財政投資」をｒ財政資金による実物資本形成」と理解した場合には ，

財政投顧資概念は成立白体が困難になる 。

　２ ．財政投融資概念と財政投融資計画

　財政投融資を一般的抽象的概念と捉えた場合の第２の問題点は，財政投融資概念と現

行の財政投融資計画との問の乖離が大きく ，財政投融資概念が現実分析に有効に機能し

ないことである 。

　財政投融資を一般的抽象的に捉えることのメリットは，ｒ財政投資」（政府出資）とｒ財

政融資」とを財政投融資計画のようた既存の制度 ・枠組みにとらわれず，その両者の全

体像を，しかも統一的に捉えようとする問題意識が鮮明にたることである 。しかし，実

際には，財政投融資を一般的抽象的概念と捉えた論者で，戦後日本のｒ財政投資」と

「財政融資」の全体像を統一的に解明しようとしたものはおらず，そのほとんどは財政

投融資計両を対象とし，その範囲内で財政投融資を論じてきたのである。しかし，一般

的抽象的に規定された財政投融資概念と現実の財政投融資計画とでは包括範囲や性格が

異なる。先の引用文の巾で高橘氏は，両考が「ほぼ一致している」といわれているが ，

現実にはその差はかたり大きいのである 。

（１）包括範囲の不一致

　現行財政投融資計画は，財政投融資対象機関である特別会計，公庫 ・公団 ・事業団 ・

特殊会杜等，地方公共団体（地方債）に対する四つの原資，すなわち産業投資特別会計出

資金，資金運用部資金，簡保資金（簡易生命保険及び郵便年金特別会計積立金），政府保証

債・ 政府保証借入金の５年以上のｒ長期的な投融資であ って，しかも財政資金としての
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）
資源配分機能を有する部分のみをとりだして整理したもの」である（図３）。 すなわち ・

財政投融資計画はｒ財政投資」やｒ財政融資」のきわめて隈定された範囲しか表わさな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１）
いということ，しかもそこに包括されるものはｒ沿革的な事情」によっ て計上されてい

るということである 。

　例えぱ，財政投融資計画原資である資金運用部資金の運用は，期問別にみれば，¢運

用期問５年以上の長期運用予定額（これはその運用を予定する年度の資金運用部特別会計予算

総則に掲げられ国会の議決対劉こなる），　年度内貸付や１年未満の償還期限のある債券運

用たどの短期運用（１９６１年資金運用審議会ｒ資金運用部資金の短期運用に関する決議」に基づく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８７）
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図３　財政投融資計画の仕組み　　８７年度当初計画

（単位 ：億円）
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輪　　独４ ，５２０
；

：
（公営公１１ｉごを除く）

呆険料等
＝

簡易生命保険 ＝ 術　保　蛮　金
、甘投計醐

公川 ・箏菜川３２ ，８４１
サＬビス

・郵便年 三 、け投協ノ ３９ ，４１２ ２７０ ，８１３ 年金班莱ト刊２１ ，］６２

：
融資箏

逝路公１刈１７ ，７４２

： 消算班菜川１２ ，２９０

＝ 産薬投資特別会計
ｆｉ１郁公１月８ ，６５５

＝
］， ４４３ 特林会祉　　５ ，０９４

＝

関閑空浴ユ ，３０６
；

；
商工巾金ユ ，２３６

言

民
孤金箏
銚行讐

＝ 政府保言Ｉｌ１伐
也プ１財政　　５７ ，５６（

：

政府保詞１併人金 ：
民

＝ ２４ ，０００
地方公共団体４７ ，４５０

１ 公営公庫１０ ，１１Ｏ 言
１ １

．　　（原　　　資）　　　　　　　　（運用対象機関）　　
　　 一一一一一一一一一■１

（出所）前掲「図説 ・日本の財政』昭和６２年度版，８６ぺ一ジ，をもとに作成 。

（注）　　点線内が財政投融資計画である 。

　　　　運用対象機関は各項目で金額の多い上位機関のみを示した 。
　　　　「資金運用」は８７年度から開始されたものである 。

大蔵大臣権限で行たわれる運用で，翌年度の審議会で実績報告が行なわれるもの），　¢と　の中

間期間（１年以上５年未満）での運用（年度にまたがる１年未満の貸付を含み，資金運用審議会

の議に付すことが必要なもの），に区分されるが，このうち財政投融資計副こ計上されるの

は， Ｏの大部分，つまり長期運用予定額から国債 ・金融債（商工債券を除く）への運用を
　　　　　　　　　３２）
除いたもののみである 。

　資金運用部資金の財政投融資計画外運用である国債引受げは８１年度以降急増し，８７年

度予算では４兆円（資金運用部資金全体の１６．３％）に一及んでいる（表３）。 また，政府特別会

計貸付は８６年度末残高で８兆１，８９３億円に達している（表４）。 資金運用部資金の運用状

況を運用期間５年以上と以下に分げ，さらに前者を財政投融資計画での運用と国債引受

げに区分し，後者については年度中の累積額を掲げた場合，財政投融資計画は資金運用

部資金の運用の１割程度しか反映していないのである（表５）。

　かつて和田八束氏は財政投融資計副こ網羅されたもの以外に，財政投融資原資の運用

残高（ストック）や，繰越 ・不用額，財政投融資計画外運用，ｒ自已資金等」を合めて ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８８）



　　　　財政投融資概念の検討（梅原）

表３　資金運用部資金による国債引受げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：億円 ，％）

年度 資金運用部資金 国債弓１受け 比　　率

１９７５ ８２，１０６ ４， ２００ ５． １

７６ ９６ ，２１９ ユ０，０００ １０．４

７７ １１１ ，６３８ １０，Ｏ００ ９． Ｏ

７８ １２０，２８４

’ ｉ
７９ １５１ ，６６７ １５，０００ ９． ９

８０ １７３，８９４ ２５，０００ １４ ．４

８１ １９４，８０２ ３５，０００ １８．０

８２ １９５，６８９ ３５，０００ １７ ．９

８３ １９１ ，３５３ ３７，０００ １９ ．３

８４ １８９ ，０５２ ３６ ，０００ １９ ．０

８５ ２００，２９０ ５０，０００ ２５．０

８６ ２０７，３８６ ５０，０００ ２４．１

８７ ２４５，９５８ ４０，ＯＯＯ １６ ．３

１７１

（出所）大蔵省編「財政金融統計月報』「財政投融資」特集，各年度版よ

　　　り作成 。

（注）　当初計画べ 一ス 。

表４　資金運用部の政府特別会計短期貸付（年度末残高）
（単位 １億円）

父付税及
年度 び譲与税 厚生保険 郵政事業 郵便貯金 空港整備 その他 合　　計

交付金

１９７４ １， ６８０ ５， ７２８ １５３

ｉ 一
１３４（産） ７， ６９５

２０（ア）

７５ １２，８７９ ６， ５４８ ２， ４７５

一 ‘ ■
２１ ，９４５

７６ ２６，０２０ ７， ８９２ １， ８７５ １， ７２９

一 ■
３７，５１６

７７ ３６ ，２５６ ７， ３１５ １， ６９５ ２， ８２５

ｉ ｉ
４８，０９１

７８ ５１ ，３９６ ９， ４２３ １， ９３８ ２， ８５２

一 ‘
６５，６０９

７９ ７１ ，６４０ １０，３００ ２， １９７ １， ９３５

一 一
８６，０７２

８０ ７６ ，９７１ １１ ，８０１ ２， ６１１

一 ’ 一
９１ ，３８２

８１ ７９，５３２ １２，０２１ １， ５１２ ４７３

一 一
９３，５３８

８２ ９７，０７７ １２，３６５ ８８６ １， ２０１ １２０

一
１１１ ，６４９

８３ １１６，２２６ １２，５７８ ６６９ ３， ５２４ ２００

’
１３３，１９７

８４ ５６ ，３４１ １３，３４８ ６９４ ３． ５７０ ２４１

一
７４，７９４

８５ ５７，２３９ １３，６６４ ８４８

一
２３３ ７４０（輸） ７３，９２４

８６ ６１ ，４４４ １３ ，７８４ ８５３

一 一
１， ６４１（輸） ８１ ，８９３

（出所）大蔵省理財局編『国債統計年報ｊ各年度版，大蔵省編「財政金融統計月報」ｒ財政投融資」特集号，各

　　年度版より作成 。
（注）ｒ産」は産業投資特別会計，「ア」はアルコール専売事業特別会計，「輸」は輸出保険特別会計 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８９）



１７２ 立命館経済学（第３６巻 ・第３号）

表５　資金運用部資金の期間別運用状況

（単位 ：億円，％）

長期運用 短期運用
年度 合　計 財政投融資計画 国債引受げ 短期運用累積額

総　　計

額 構成比 額 構成比 額 構成比 額 構成比 額 構成比

１９７０ ２８，０７５ １３．４ ２７，７７５ １３．２ ３００ ０． ２ １８１ ，９１９ ８６ ．６ ２０９，９９４ １００

７１ ３７，４８８ １７．９ ３４，７８９ １６ ．６ ２， ６９９ １． ３ １７２，４２２ ８２．１ ２０９，９４１ １００

７２ ４６，０９２ １５ ．８ ４３，５９２ １４．９ ２， ５００ ０． ９ ２４５，８６３ ８４．２ ２９１ ，９５５ １００

７３ ５２，２５７ １８．Ｏ ４９，３１７ １６ ．９ ２， ９４０ １．
１ ２３８，７６８ ８２．０ ２９１ ，０２５ １００

７４ ８０，３４９ ２８．３ ７６，１５０ ２６ ．８ ４， １９９ １． ５ ２０３，８１２ ７１ ．７ ２８４，１６１ １００

７５ ９７，５１０ １７．９ ８９ ，１１１ １６ ．３ ８， ３９９ １． ６ ４４８，１９０ ８２．１ ５４５，７００ １００

７６ １０１ ，２１５ １２．５ ９０，７８３ １１ ．２ １６，３０３ １．
３ ７０９，３８８ ８７．５ ８１０，６０３ １００

７７ １１２，７１９ １２．１ １０２，４５１ １１ ．Ｏ １０，４３１ １．
１ ８２０，５０２ ８７．９ ９３３，２２１ １００

７８ １０７，０４１ ８． １ １０６ ，７４８ ８． １ ２９３ ０． ０ １， ２１７，０５８ ９１ ．９ １， ３２４，０９９ １００

７９ １４９，０１７ ９． ９ １３４，０１７ ８． ９ １４，９９９ １． ０ １， ３５３，８２７ ９０．１ １， ５０２，８４４ １００

８０ １８３，５５１ １１ ．２ １４６，５５２ ８． ９ ３６，９９９ ２． ２ １， ４６１ ，４２４ ８８．８ １， ６４４，９７５ １００

（出所）会計検査院「各年度の決算と検査」各年度版より作成
。

（注）財政投融資計画は運用済み額 。

表６　政府出資状況（１９８６年３月３１日現在）

（単位 ：百万円 ，％）

政　　府　　出　資　額
政府出資法人 資本金

その他 政府
一般会計 特別会計 うち産投会計

（比率） 政府合計 出資額 持分率

公　　杜（１） ４５６，０１７ ４５６ ，０１７

一 一（一） ４５６，Ｏ１７

一
１００

金融機関（１３） ２， １９１ ，６５６ ６７９，００７ １， ４５３，９０７ １， ４５３，９０７（６８．２） ２， １３２，９１４ ５８，７４３ ９７

公庫（９） ７９４，６８５ ５６１ ，７４９ ２３２，９３６ ２３２，９３６（２９．３） ７９４，６８５

一銀行 ・金庫
１００

（４）
１， ３９６，９７１ １１７，２５７ １， ２２０，９７１ １， ２２０，９７１（９１ ．２） １， ３３８，２２８ ５８，７４３ ９６

公　　団　（１３） ２， ９４８，４４１ ６２４，４４７ ２， ０６８，８１８ １９０，０００（７．１） ２， ６９３，２６５ ２５５，１７６ ９１

事業団等（６３） ８， １２４，４９６ ５， ５６５，１７５ ２， ４４６，３２５ ４１ ，３００（０．５） ８， ０１１ ，５０１ １１２，９９６ ９９

特殊会杜（７） １， ０４９，７６５ １５，６２８ ９６４，９２８ ３７９，１２８（３８．７） ９８０，５５７ ６９，２０９ ９３

国際機関（８） 一
１， ５４０，２１５ １， ０５５，９２０ 一（一） ２， ５９６，１３５

一 ■
清算法人（４） １， １９９ ６１８

ｉ 一（一） ６１８ ３７６ ６２

清算会杜（２） １， ０４９ ４６８

一 一（一） ４６３ ３７６ ５５

閉鎖会杜（２） １５０ １５０

一 一（一） １５０

一
１００

合計（１０９）
一

８， ８８１ ，１０７ ７， ９８９，８９９ ２， ０６４，３３５（１２．２） １６，８７１ ，００６

一 一
（出所）大蔵省編［財政金融統計月報』第４１８号，１９８７年３月 ，３６～３８ぺ一ジ，その他より作成 。
（注）１．政府出資法人の（）内の数値は機関数。産投会計の（）内の数値は政府出資に対する比率 。
　　２．国際機関については，日本の出資額のみを計上 。

　　３．清算会社の政府出資額は，払込総額から残余財産中間分配額を控除して得たもの 。

（４９０）



　　　　　　　　　　　　　財政投融資概念の検討（梅原）　　　　　　　　　　　　１７３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３）
財政投融資をｒ実体」規定しようとされた。その試み自体は，従来の財政投融資研究で

の財政投融資計画の把握より一歩進んで財政投融資計画をより包括的に把握しようとし

たものと積極的に評価されるべきものであるが，しかしそれでも財政投融資のｒ実体」

を提えたことにはならないだろう 。たぜなら，政府出資にせよｒ財政融資」にせよ ，財

政投融資計画以外に一般会計や特別会計，公企業で多様に行なわれているのであり ，和

田氏の「実体」規定はあまりにも財政投融資計画にとらわれすぎているからである 。

　例えぱ，政府出資をとっ てみた場合，１９８６年３月３１目現在で政府出資総額は１６兆８，７１０

億円であるが，このうち財政投融資計画が対象とするのは特別会計による出資のうちの

産業投資特別会計によるもののみである（表６）。一般会計による出資８兆８，８１１億円

（全体の５６．２％）をはじめ，大半の政府出資が財政投融資計画の対象外におかれているの

である。しかもこれは一般会計と特別会計による国有財産としての出資債権として計上

された分で，それ以外の政府関係機関，特殊会杜などによっ て行なわれている出資活動
　　　　　　　　　　　　　　　３４）
はそこには含まれていたいのである 。

（２）性格上のギヤッ プ

　包括範囲が異なるだげではない。財政投融資概念と財政投融資計画との間にはその性

格にもギャッ プがあるのである 。

　その一つは，財政投融資原資である政府保証債 ・政府保証借入金および財政投融資原

資には含まれないｒ自己資金等」についてである。政府保証債 ・政府保証借入金は，各

機関が政府による最終的な元利保証により民問資金を調達するものであり ，産業投資特
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５）
別会計出資や資金運用部資金 ・簡保資金の貸付とは性格を異にする資金である。政府の

最終的責任のもとに調達された資金とはいえ，各機関が自力で民間から導入した資金で

あり ，その点では７３年度からｒ自己資金等」に回された公募地方債や非政府保証借入金

と同じである。逆に，ｒ自己資金等」の中には一般会計 ・特別会計たどからの出資や借

入金が含まれているが（表７），これらは財政投融資原資として扱われていない。このよ

うに，現行財政投融資計画は，一方でｒ財政投資」ｒ財政融資」範曉には入らない民間

資金の調達をその原資に含めながら，他方で一般会計 ・特別会計からの出資 ・借入金な

ど， 明らかにｒ財政投資」ｒ財政融資」範曉のものを原資から排除するという混乱をお

かしている 。

　もう一つは，財政資金による実物資本形成という性格からの乖離である。先に財政投

融資概念の一般的抽象的定義の中で実際に最も多く用いられているのは，ｒ財政資金に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９１）
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表７　「自己資金等」内訳
（単位 ：億円）

７８年度 ７９ ８０ ８１ ８２ ８３ ８４

自己資金等 １２４，２９５ １３５，８６９ １２９，９４１ １２７，６３７ １３１ ，７６６ １５０，２９６ １５０，４７３

一般会計
７， １７１ ８， ０５５ ７， ０４０ ７， ０２１ ６， ５８６ ６， ３８１ ６， ３６８

内 特別会計
３， ２０４ ４， １２９ ３， ６２１ ３， ９４３ ４， ７５１ ４， １２４ ４， ５３６

民間資金 ６３，０５９ ６９，６１７ ６４，４７６ ７１ ，５８１ ７３，０１４ ９１ ，０９５ ８７，０４７

訳 （うち地方債） （２８，８２５） （３３，８８０） （２８，０７７） （２５，６７３） （２０，１７３） （３２，１８１） （２５，１８０）

そ　の　他 ５０，８６１ ５４，０６８ ５４，８０４ ４５，０８７ ４７，４１５ ４８，６９６ ５２，５２２

（出所）龍昇吉ｒ財政投融資をめぐる諸問題」日本開発銀行設備投資研究所（設研２１－５－１） ，１９８４年６月 、２９ぺ

　　 一ジより借用 。
（注）１．「参議院予算委員会提出資料」（大蔵省）により作成 。

　　２　特別会計等には地方公共団体出資金等を含む 。

　　３．民間資金は借入金，特別債，縁故債等である 。

　　４．その他は回収金等である 。

共る実物資本の形成を目的とした金融的活動」という定義であるとい った。それは，こ

の定義がｒ資源配分機能を有する部分のみをとりだして整理したもの」という財政投融

資計画の性格と一致するからであろう 。しかし，現実の財政投融資計画の性格はかかる

性格から変容してきている。それは，資金運用部資金による国債引受げが増大している
　　　　　　　

３６～

ことも含まれるが，８７年度におげる財政投融資計画の改定が財政投融資計画の本体その

ものの性格を変容させるものであったということである。すなわち，８７年度に始まる資

金運用事業がそれである 。

　８７年度から郵便貯金 ・年金 ・簡保に対して資金運用事業が行なわれることにな った 。

これは，郵便貯金に一ついては郵便貯金特別会計にｒ金融自由化対策特別勘定」を設定し ，

年金については年金福祉事業団に年金財源強化事業を創設し，簡保については簡易生命

保険郵便年金福祉事業団へ融資を行ない，こうして与えられた資金運用部資金を郵貯会

計・ 年金事業団 ・簡保事業団がそれぞれ国債や地方債，公杜公団債，金融債，金融機関

への預金，元本保証のある金銭信託，特定の杜債，外国債に運用するものである（８７年

度予算で３兆３，５００億円，財政投融資計画全体の１２．４％）。 これがｒ資源配分機能」つまり実物

資本形成にあたらないことは明らかであろう 。

　以上のように，一般的抽象的に定義された財政投融資概念と現実の財政投融資計画と

の間にはかなり大きな乖離がある。そして間題なのは，一般会計 ・特別会計 ・公企業が

多種多様な移態で行なっているｒ財政投資」ｒ財政融資」を一括した制度や統計がない

ことである。それゆえ，たとえ財政投融資概念を　般的抽象的に捉えたとしても，かか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９２）
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る概念に基づいては現実分析を行なうことができないのである。だからこれまで・財政

投融資概念を一般的抽象的概念と捉えた論者も，自らの財政投融資概念とは一致したい

と知りつつも，財政投融資計画を分析対象としてきたし，また，せざるをえなか った 。

しかし，これではなんのための概念揚定なのか分からなくたる 。

　　２１）「投資概念について基本的な２つの考え方がある。／第１は金融的投資とも口乎ぱれるべき

　　　ものであって，株券，証券，手彩，支払証書等を取得することによっ て出資者としての権利

　　　 とか債権等の貨幣的請求権を形成することである 。／第２は国民所得分析上のｒ投資』を意

　　　味し，これは資本彩成と同様に建物，設備，機械，道路の構築，在庫の増加等の資産（貨幣

　　　および貨幣的請求権を除く）を瑚加せしめる行為をいう」（大蔵省編ｒ国の予算』昭和２８年

　　　度版，１９５３年，２２ぺ一ジ）。本稿では，前者を政府出資，後者を財政資金による実物資本彩

　　　成とした 。

　　２２）貝塚啓明氏は次のように述べられている，ｒ公共企業体における資本金が民問企業の資木

　　　金と似た役割をもつのは，それが所有関係を示しているという点においてであ乱しかし ・

　　　政府出資は，政府が配当などの資本収益を要求しないので，資金調達上コストゼロの資金と

　　　みられている点でもう一つの役割がある」（ｒ公企業と財政」岡野行秀 ・植草益編ｒ日本の公

　　　企業』東京大学出版会，１９８３年所収，１１２べ一ジ） 。

　　２３）戦前とくに戦時期財政投融資の研究では，藤田武夫ｒ戦時下の国家投資　　目本における

　　　国家投資についての一覚書　　」立教大学ｒ立教経済学研究』第１２巻第２号・１９５８年１１月 ・

　　　鈴木茂ｒ戦時目本の財政投融資機構と政府出資法人」京都大学ｒ経済論叢』第１１３巻第２ ・３

　　　号，１９７４年２ ，３月；同「戦時財政投融資機構と財閥金融資本一昭和１０年代の政府出資法

　　　人を中心とＬて一」同上，第１１３巻第６号，１９７４年６月，などが政府出資をとりあげてい

　　　　る 。

　　 ２４）例えぽ，情報処理振興技術協会，生物系特定産業技術研究推進機構，医薬品副作用被害救

　　　済 ・研究振興基金には民問から出資が行なわれている。また，関西国際空港株式会杜・東京

　　　　湾岸横断道路株式会杜は政府 ・地方自治体 ・民間の共同出資の第３セクターであり ・民間都

　　　　市開発推進機構は財団法人である。さらに，国鉄から分割された東日本 ・東海 ・西日本の各

　　　　旅客鉄道株式会杜 ・日本貨物鉄道株式会杜は現時点では全額国鉄出資であるが・将来的には

　　　　株式売却され民問出資がとられることにな っている（拙稿ｒ財政投融資」前掲・参照） 。

　　 ２５）　この段落の叙述については，龍昇吉ｒ財政投融資をめくる諸間題　　財政投融資と一般会

　　　　言｛特別会計の関係　　」目本開発銀行設備投資研究所（設研２１－５－１）・１９８４年６月 ・４２～

　　　　４５ぺ＿ジ，を参照。なお，政府出資と利子補給金の比較については，野口悠紀雄ｒ目本財政

　　　　の長期戦略』日本経済新聞杜，１９８４年，３９～４６ぺ一ジ，も参照 。

　　 ２６）山村勝郎ｒ財政投融資とは何か」前掲，６８ぺ一ジ 。

　　２７）小沢辰男，前掲論文，３１２ぺ一ジ 。

　　 ２８）小泉（大蔵省大臣官房調査課事務官）「財政投資の概念について」大蔵省編ｒ財政金融統

　　　　計月報』第４４号，１９５３年６月 ，１ぺ一ジおよび７ぺ一ジ 。

　　 ２９）遠藤湘吉氏も，ｒたとえぱ経費の支出と資本の投下という経済的性格の相異を無視して・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９３）
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　　　括して財政投資という用語をつかうことは，やはり混乱をまきおこす原因となるであろう」

　　　と述べられている（ｒ財政投融資の対象」前掲ｒ金融財政講座』第３巻所収，６７ぺ一ジ）
。

　３０）福島量　　山口光秀石川周編，前掲書，１７へ一ソ。ただし，「資源配分機能を右する部

　　　分」という規定については，実際にはｒ何を財投計画にかかげるべきかは運用の形態のみな

　　　らず，政府の政策的意図等を判断して決定すべきこと」とされており（同１５ぺ一ジ），厳密

　　　に適用されているわげではない
。

　３１）「現在の財政投融資は，多分に沿革的な事情によっ て作られたものであり，政府の投融資

　　活動のすへてを体系的に網羅したものではない」（大蔵省大臣官房調査企画課長編ｒ図説

　　　目本の財政』昭和６０年度版，東洋経済新報杜，１９８５年，１０９ぺ一ジ） 。

　３２）福島量一　山口光秀　石川周編，則掲書，１６９～１７０へ一ジ。なお，財政投融資言寸画と原資

　　（とくに資金運用部資金）との関係については，拙稿ｒ財政危機下における資金運用部資金

　　の財政投融資計画外運用について」立命館大学ｒ立命館経済学』第２９巻第１号，１９８０年４

　　月 ，６２～６７べ一ジを参照されたい 。

　３３）和田八束，前掲論文，１８０～１９０べ一ジ 。

　３４）　この点では，林栄夫ｒ財政論』筑摩書房，１９６８年，第５章におげる政府出資に関する分析

　　を参照せよ。林氏は政府会計外出資の実態を級密に調査され，「もうこの段階までくるとど

　　のような会杜に出資しているのか調べるのがわずらわしくなってくる」と嘆かれている（同

　　書２５９ぺ一ジ）
。

　３５）例えぱ，財政制度審議会報告ｒ財政投融資計画と国会審議の関係について」（１９７１年１２月

　　 ２０目）は，「財政投融資計画とは毎年度の予算審議の参考資料として，国が直接行なう投資

　　又は融資，あるいは政府関係機関等が政府保証により行なう民問資金の調達等の計画を一表

　　にまとめたものである」と述べ，出融資と政府保証による資金調達とを区別している（福島

　　量一　山口光秀　石川周編，則掲書，７１８へ一ジ）。

３６）資金運用部資金による国債引受けについて，その引受ける国債が赤字特例債の場合には実

　　物資本の形成にはなんの関係もなく ，たんに一般会計の経常財源になるだけである。武藤剛

　　一氏はこれをｒ財政投融資の一般会計化現象」と呼ぱれた（ｒ財政危機下の国家資金の循環

　　構造」ｒ経済』１９７９年４月号，７３～７４べ一ジ）。

　　　１Ｖ．財政投融資概念の形成

「財政投資」概念からｒ財政投融資」概念へ一

　以上のように，一般的抽象的概念としての財政投融資概念はその成立の必要性が乏し

いぽかりか，現実分析でも有効性をもたないものである。なぜこのようた間題が生じる

のか。それは，もともと個別的具体的な概念である財政投融資概念から「帰納的な推
３７）

論」によっ て一般的抽象的た概念としての財政投融資概念が彩成されたからであり，個

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９４）
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別的具体的概念として財政投融資概念を彩成する段階ですでに財政投融資概念に間題か

含まれており ，そのようた概念形成の経緯を無視してきたからである 。

　財政投融資という概念は１９５２～５３年度の最初の財政投融資計画の策定過程で登場した

概念である。そこで，まず財政投融資計画の策定までの経緯を簡単に回顧しておこう 。

　戦後，産業分野に対する政策金融は，大部分目銀引受けの債券発行で賄われた復興金

融金庫（４７～４９年）やガリオァ ・エロ ア資金など対目援助見返資金を財源とした見返資金

特別会計（４９～５３年）によっ て行なわれてきたヵミ，ドッ ジライソによる復金融資の停止を

経て，５０年の朝鮮戦争の勃発による戦争特需を背景にした民問設備投資資金需要の高ま

りに対し見返資金や民問金融機関だけでは対応できず，預金部資金の活用が求められた 。

預金部資金は戦後ＧＨＱ（連合軍総司令部）の指令によりほとんど地方債への運用にあて

られており ，郵貯の増加に伴い巨額の余裕金を生じていたからである。そこで，５０年に

預金部資金運用規則の一部改定，日本輸出銀行（→５２年日本輸出入銀行）の設立，５１年に

預金部の資金運用部への改組，日本開発銀行の設立が行たわれた 。

　これに前後して，国民金融公庫（４９年度），住宅金融公庫（５０年度），中小企業金融公庫

（５３年度），農林漁業金融公庫（同）の設立，国有鉄道 ・電気通信両事業特別会計の目本国

有鉄道（４９年度）と目本電信電話公杜（５２年度）への改組，電源開発株式会杜（５１年度）と目

本航空株式会杜（５３年度）の設立，資金運用部資金におげるｒ勤労者厚生資金」の開始

（５２年度）など，公庫 ・公杜 ・特殊会杜の設立 ・改組があいついだ 。

　５２年のサソフラソツスコ平和条約の発効に伴い，５３年度予算からＧＨＱの統制から外

れて自主的編成が可能になるとともに，アメリカの対目援助の打切りに伴う見返資金の

枯渇，財政資金に対する資金需要の高まりに対応するため，ドッ ジライソ以降のｒ総合

収支均衡」方式はｒ一般会計均衡」方式に転換され，政府内部の資金の活用が図られた 。

５３年度には，４６年度以降ＧＨＱの指令により預金部への預託に限定されていた簡保資金

が資金運用部から分離運用されることになり ，また，見返資金特別会計が産業投資特別

会計に改組され，国鉄と電電公杜に政府保証債の発行が戦後初めて認められた 。

　こうして資金運用部資金以外に簡保資金，産業投資特別会計，政府保証債など政府出

資と融資のルートが多様化し，その運用先も多数になったため，これらを一括して把握

することが予算技術上から必要となり ，５３年度からそれらを財政投融資計画としてまと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８）
め， 国会審議の参考資料として公表されることにな った 。

　財政投融資概念はこの過程で登場する。しかし，当初は財政投融資概念ではなく ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９５）
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「財政投資」概念が用いられた。このｒ財政投資」概念がな畦ｒ財政投融資」概念に代

わっ たのか 。

　大蔵省は１９５２年度予算編成において，ｒ財政投資」表を作成している。当時，大蔵省

は， 「政府関係機関を合めた財政の性格を端的かつ客観的に把えるには，どの様た方法

が良いか」という間題意識から，¢総合予算の作成，　政府支出の確実た分析，＠総合
　　　　　　　　　　　　　　　３９）
資本勘定の作成，に取り組んでいた。¢はその収支差額から予算のイソフレないしデフ

レ的効果を検証しようとするもので，ドッ ジライソに基づくものである 。　は１９５２年度

の一般会計予算科目の改定として実行されたもので，　がｒ財政投資」表の作成にあた

る。

　ここで，ｒ財政投資」概念は国際連合による財政支出の分類の研究（ｒ予算機構と政府会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０）
計の分類方式に関する研究報告」１９５１年）に基づいたもので，政府会計を経常勘定と資本勘

定に分げ，さらに資本勘定はｒ実物投資」（ｒ・ａ１ｉｎ．ｅＳｔｍｅｎｔ）とｒ金融的投資」（丘ｎａ・Ｃｉａ１

ｉｎ・ｅＳｔｍｅｎｔ）に分げられるが，この資本勘定に類するものをｒ財政投資」と名づけたもの
　　４１）

である。したが って，このときのｒ財政投資」概念は後のように実物資本砂成に限定さ

れたものでなく ，貨幣的資本彩成をも網羅するものであ った。表８はそのｒ財政投資」

表である。表中のｒ建設費」は国の建設事業に要する経費や地方公共団体等の建設事業

表８１９５２年度「財政投資」表

（単位 ：百万円）

貴金属
保　険 保険 ・食糧 郵便

一　般 事　業 融　資 会　計 会計 管理 ・ 貯金
会　計 会　計 会　計 糸価安 簡保 その他

計
（簾） （産業） 定・ 緊

急物資
資金

○建設費 １５５，１１５ ８４，１７１ １８７ １， ８５９

一
４９９

一
６９９ ２４２，５２５

＠貸　出 ７０，８８８ ８８４ ２７９，８４１

一 ■ ｉ ■ 一
３５１ ，６１３

ゆ小　計 ２２６，００９ ８５，０５５ ２８０，０２８ １， ８５９

一
４９９

一
６９９ ５９４，１３８

＠事業用資金の
　増加

鱗璃証券
■

４， ２７１ ５ ８４ １ 一６，７９８
■

１７８ 一２，８０９

一 一 ■ ｉ ・ 一 一
３５，０００ ３５，０００

の増減総額
一２７６

一
一５，１９８

一 一 ■ 一
一０ 一５，４７５

¢総計（＠十＠
十（蔓）十＠）

２２５，７２７ ８９，３２６ ２７１ ，８３５ １， ８９３ １ 一６，２９９
■

３５．８７１ ６２１，３５４

＠純計（¢一対
政府 ・関係機 １５６，３４０ ８９，３２６ ２１５，３３５ １， ８９３ １ 一６．２９９

一
３５，８７１ ４９２，４６６

関貸）

（出所）大蔵省編ｒ財政金融統計月報』第２６号，１９５２年，２～３ぺ一ジより作成。

（注）単位を繰り上げ，全体を簡略化した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９６）
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に対する補助に要する経費，ｒ貸出」は政府および政府関係機関による貸付 ・出資およ

ぴ投資の総額，ｒ事業用資産の増加」は事業会計におげる事業資産（棚卸資産）の増加額
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２）
ｒ有価証券の増加」の大部分は既発の国債 ・政府証券である 。

　このように，１９５２年度予算に一関わって作成されたｒ財政投資」表は，ドッ ジライソの

「総合予算均衡」方式の下で目本の予算制度に資本予算の考え方を導入しようとするも

のだ ったといえる。しかし，５３年度予算編成におけるｒ財政投資資金計画」の策定過程

表９　１９５３年度「財政投資資金計画」表

（単位 ：億円）

　　　　　　　資金自己公募財政資公募小計　　財政投資
　　　　　　　需要　資金　地方金需要公杜　（Ｅ）十

区　分総額等債（Ａ）、債（列十一般資金簡保産投会計帥　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｂ）一　　　　〇十　会計運用部資金　　　　　　　 （・）（・川・川・）（・）帥（・）帥Ｏ 鑑１灘
（イ）民間への資金供給

　開発銀行　　　８６０　２６０　　　６００　　　６００　０　１４０　　　２６０　２００

　見返資金私企業　　　０　　０　　　　　０　　　　　０　　０　　０　　　　　０　　０

　輸出入銀行　　　　２４０　２４０　　　　　０　　　　　０　　０　　０　　　１５０　　０

　電源開発　　　２３３　３３　　　２００　　　２００　０　　５０　　　　０　　０
　金融債引受　　　　７００　４００　　　　３００　　　　３００　　０　３００　　　　０　　０

　農林漁業公庫　　　２４１　　１０　　　　２３１　　　　２３１　１８１　　５０　　　　　０　　０

　国民金融公庫　　　２６８　１８８　　　　　８０　　　　　８０　４５　　３５　　　　０　　０

　住宅金融公庫　　　２０２　　２２　　　　１８０　　　　１８０　８０　１００　　　　　０　　０

　中小企業公庫　　　　１５０　　２０　　　　１８０　　　　１３０　１１０　　２０　　　　　０　　０

　勤労者厚生住宅　　　２５　　０　　　　　２５　　　　　２５　　０　　２５　　　　　０　　０

　帝都高速度　　　　　２２　　７　　　　　１５　　　　　１５　　０　　１５　　　　　０　　０

　国際航空　　　　２９　１９　　　　！９　　　　１０　１０　　０　　　　０　　０
　ノ」、　　　　　言十　　　　　　　２．９７０　１ ．１９９　　　　　　　１．７７１　　　　　　　１ ．７７１　　４２６　　　　７３５　　　　　　　　４１０　　　２００

（口）政府事業建設費

　国有鉄道　　　５５６　３２６　　　２３０　８５　１４５　０　１４５

　電信電話公杜　　　４６２　３５５　　　　１０７　７５　　３２　３２　　　０

　郵政事業　　　　２６　２１　　　　５　０　　５　０　　５
　特定道賂　　　　２５　　０　　　　２５　０　２５　２５　　０

　小計１．０６９７０２　３６７１６０２０７５７１５０のそ　の　他

　地方債　　１．０９０　　２０５　８８５　　８８５　　６９５１ｇｏ

　その他　　　０　　０　０　　０　　０　０
　小　　計　　　１．０９０　　　２０５　８８５　　　８８５　　　６９５１９０

合計５
．１２９１．９０１２０５３．０２３１６０２．８６３４８３１．５８０１９０４１０２００

（出所）大蔵省編『国の予算」昭和２８年度版，１９５３年，１８～１９ぺ一ジより作成 。

（注）前年度の数値や備考は除いて全体を簡略化した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９７）
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では，こうした総合資本予算としてのｒ財政投資」表の作成という観点は大きく変化さ

れる。すなわち，民間企業からの産業資金需要が大きくなり ，資金運用部資金や見返資

金などの活用が求められ，そのためにｒ総合予算均衡」方式がｒ一般会計均衡」方式に

変更されたことである 。

　このような変更はｒ財政投資」概念にもその考え方に変化をおよぽした。その第１は ，

「財政投資」概念において，ｒ投資」概念がｒ金融的投資」とｒ資本形成」に分けられ ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３）
ｒ財政投資」はそのうちｒ金融的投資」を表わす概念とされたことである 。表９は１９５３

年度のｒ財政投資資金計画」であるが，表８と比較して，¢資本形成が狭く限定されて

いること，◎とくに「公共事業，住宅対策等一般会計から直接投資して資産増に充てら

れているものを除いてある」こと，　原資が限定されていること，が特徴的である。要

するに，この時点で今日にいたる財政投融資計画はｒ財政投資」（政府出資）とｒ財政融

資」の全体を含むものではたくたったのである。それは，目本の予算制度に資本予算制

度を導入することが断念されたこと，そして財政投融資計画がその変則的産物であるこ

とを表わしている 。

　第２の変化は，ｒ財政投資」と並んでｒ財政投融資」概念が登場したことである。こ

の財政投融資概念の登場が民間産業への財政資金の供給（すなわちｒ財政融資」）という５３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４）
年度予算運営の課題と密接に関連していることは明らかであろう 。しかし，登場したと

きの財政投融資概念は非常に混乱して用いられた。例えぱ，ｒ財政投資資金計画」とは

別に作成されたｒ財政投融資額」表では，ｒその他主要建設的支出」すなわち一般会計

の公共事業費や食糧増産対策費，住宅対策費，文教厚生施設費その他が含まれ，ｒ財政
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５）
投資」より広義の概念として使用されている。また，逆に，『財政金融統計月報』第４４号

では（図２参照），財政投融資をｒ財政投資」の一移態として用いていたり ，さらに，財

政投融資を「広義の財政投融資」（資金運用部資金など原資的会計からの出融資），「狭義の財

政投融資」（原資的会計から投融資された政府機関等からの投融資），ｒ産業への財政投融資」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６）
（民聞産業への投融資）として多義に使っている。いずれにせよ，ｒ財政投融資」概念が一

定の歴史的背景の下で登場した概念であること，しかもｒ財政投資資金計画」に関わ っ

て登場した概念であることは明らかである 。

　そして，１９５４年度予算において，それまでのｒ財政投資資金計画」はｒ財政投融資資

金計画」とされた。ただ，残念たがらその理由は定かでない。しかし，財政投融資概念

が， 上述のその多義的な使用にみられるように，財政投融資計画に包括された諸資金の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９８）
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活動を総称するために創出された個別的具体的な概念であることだげは明らかである
。

　５４年度のｒ財政投融資資金計画」において現行財政投融資計画の基本構造が確定され

て以降，財政投融資計画はそこに含まれる原資の範囲をｒ沿革的な事情」によっ て変更
　　　　　４７）

してい った。それによっ て，一般的抽象的概念としての財政投融資概念と財政投融資計

画とのギャッ プは一層拡大していったのである 。

　一般的抽象的概念としての財政投融資概念の間題点は，以上の財政投融資概念の彩成

の経緯の中ですでに形成されていたということができよう 。すなわち，ｒ財政投資」概

念はｒ金融的投資」とｒ資本形成」の二つの意味を与えられて混乱をみせており ，総合

資本予算制度の導入が挫折した時点ですでにｒ財政投資」（政府出資）とｒ財政融資」を

一体化する必要性が喪失したこと，そして財政投融資計画の様式の変更が財政投融資概

念から遊離して行なわれていったことである 。

　以上から，財政投融資概念は，戦後日本財政に独自な制度である財政投融資計画に包

括された諸資金の活動を意味する個別的具体的な概念であるということができる（それ

ゆえ財政投融資概念に財政投融資計画以外のものを含めることはそもそもできないのである） 。まさ
　　　　　　４８）

に「同義反復」としかいえないこのような定義しか与えることができないことに，財政

投融資概念の，そして現行財政投融資制度の問題点があるのである 。

３７）「概念とは，複雑な現象にたいする大まかな認識内容であるから，拙象的な概念の定義も ，

　現実の財投計画を前提とした帰納的な推論としての性格をもっ ている」（龍昇吉ｒ財政投融

　資論の課題と方法」目本開発銀行設備投資研究所（設研２３＋！），１９８６年１０月 ，１２べ一ジ 。

３８）前掲ｒ図説 ・財政投融資』昭和６２年度版，２１９～２２３ぺ一ジ，参照 。

３９）大蔵省編『財政金融統計月報』第２６号，１９５２年，３ぺ一ジ 。
４０）　Ｕｎ１ｔｅｄ　Ｎａｔ１ｏｎｓ，Ｂｕｄｇｅｔａｒｙ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ａｎｄ　Ｃ１ａｓｓ１ｉｃａｔ１ｏｎ　ｏｆ　Ｇｏｖｅｍｍｅｎｔ　Ａｃｃｏｕｎｔ，１９５１

４１）小泉ｒ財政投資の概念について」前掲，７ぺ一ジ 。

４２）大蔵省編ｒ財政金融統計月報』同上 。

４３）大蔵省編ｒ国の予算』昭和２８年度版，１９５３年，２２ぺ一ジ 。

４４）同上，２０～２２ぺ一ジにおけるｒ財政投融資」の説明（ｒ上述したところでは，財政投融資

　という概念を主として民問産業に対する財政資金の供給の意味で使用してきた」２２ぺ一ジ）
。

４５）　同上，２４～２５べ一ジ 。

４６）大蔵省編ｒ財政金融統計月報』第４４号，前掲，１ぺ一ジ 。

４７）石川周 ・行天豊雄編，前掲書，３ぺ一ジ 。

　　発足時（５３年度），財政投融資計画の原資はｒ一般会計」，「見返資金特別会計」，「産業投

　資特別会計」，「資金運用部資金」，「簡保資金」，ｒ公募債借入金」の六つであったが，「見返

　資金特別会計」は「産業投資特別会計」への改組のために経過的に入っただけで，「一般会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９９）
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　　計」も５７年度から外れた。ｒ余剰農産物資金」が５５，５６両年度のみ，「外貨債等」が６５年度か

　　　ら原資に加わった。６５年度からｒ外貨債等」とｒ公募債借入金」が合体してｒ公募債借入金

　　等」になった。その結果，６５年度からｒ産業投資特別会計出資」，「資金運用部資金」，「簡保

　　資金」，「公募債借入金等」の四つが原資にたり ，これが７２年度まで続いたが，７３年度にｒ公

　　募債借入金等」が市場公募地方債と非政府保証借入金を外されて「政府保証債 ・政府保証借

　　入金」に変えられ，現在に至っている 。

　４８）龍昇吉，前掲，１２ぺ一ジ 。

Ｖ． お　わ　　り　に

　以上のようにして以降毎年度策定されることになった財政投融資計画が財政運営に定

着し，とりわげ高度成長期に急膨張して目本経済と国民生活に重要な影響を及ぼすよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９）
にたって以来，財政投融資概念はいわぱｒ慣用語」として目常用語の一つになった。そ

れと同時に，概念が独り歩きをしてきわめて多義的に用いられることにたった。　般的

抽象的概念としての財政投融資概念はそのようた概念の独り歩きの産物であるといえる 。

　さて，本稿が明らかにしたのは次の諾点である 。

　第１は，従来の財政投融資研究において，財政投融資概念には一般的抽象的な定義と

個別的具体的た定義とがあり ，それぞれはさらに論者によっ て細かく分かれること。前

者についていえぱ，それは，¢ｒ財政資金による金融的活動」，　「財政資金による実

物資本の形成を目的とした金融的活動」，　ｒ公信用により金融的に調達された財政資

金による金融的活動」，＠「公信用により金融的に調達された財政資金による実物資本

の移成を目的とした金融的活動」，の四つのタイプに分けることができること 。

　第２は，　般的抽象的概念としての財政投融資概念が，０ｒ財政投資」（政府出資）概

念とｒ財政融資」概念を一体化することの必要性が乏しく ，また，ｒ財政投資」を「財

政資金による実物資本彩成」と理解する場合には財政投融資概念自体が成立因難にたる

こと，◎ｒ財政投資」（政府出資）とｒ財政融資」の全体像を統一的に明らかにした制

度・ 統計がない下では，財政投融資の現実分析は現行財政投融資計画を分析対象とせざ

るをえたいが，それは包括範囲と性格において財政投融資概念との乖離が大きく　　と

くに７０年代後半以降その乖離が拡大している下ではなおさら一ｒ概念が現実分析に有

効性をもたないこと，の２点で間題をもつこと 。

　第３は，財政投融資概念が，１９５２～５３年度の「総合予算均衡」方式からｒ一般会計均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５００）
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衡」方式への転換の中で，一方での総合資本予算制度の導入の挫折，財政による民問産

業資金の供給の必要性，他方でのｒ財政投資」概念からの代替，を背景として登場した ，

歴史的で個別的具体的た概念であること 。

　このような分析結果は従来の財政投融資研究と現実の財政投融資制度に対して次のよ

うなイソプリヶ一ショソをもつ。

　第１は，財政投融資概念を一般化して使用せず，限定して用いるべきことである。政

府出資にせよｒ財政融資」にせよ，それらは産業資本主義確立前後から存在する普遍的

な財政現象である。それゆえ，歴史的にも，国際的にも，目本の財政投融資計画に類似

した制度があってもおかしくはない。戦前であれば，明治初期のｒ準備金」やその後の
　　　　　　　　　　　　　　　　　５０）
大蔵省預金部資金がそれにあたるだろう 。また，アメリカでは連邦信用計画，イギリス

では国家貸付資金，フラソスでは経済杜会開発資金や預託供託公庫，西ドイツではＥ　Ｒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５１）
Ｐ特別財産や復興金融公庫などが日本の財政投融資計画に類似している。しかし，それ

らの活動をも財政投融資概念で呼ぶことは正しくたい。個々の制度に対してはそれに固

有の概念が用いられるべきである（財政投融資という言葉は諸外国にはない一実際，諸外国

の財政学教科書には財政投融資論がたいのである）。

　第２に，もし財政投融資概念を一般的抽象的概念として把握しようとするなら，ｒ財

政投資」（政府出資）とｒ財政融資」とは分げ，基本的な対象をｒ財政融資」に限定した

上で，それに相応しい概念を与える必要があるだろう 。この点で，それは，８０年代以降 ，

金融論で財政投融資概念に代わって用いられることが多くなったｒ公的金融」概念に接

近している 。

　　　　　　　　　　　　　　　５２）
　「公的金融」概念は，貝塚啓明氏が提唱されて以来（もともとは目本銀行のｒ資金循環表」

で用いられていたものであるが），とくに近代経済学の金融論で急速に普及した概念である 。

貝塚氏によれば，「公的金融」をたんに「公共部門が行う金融活動」と定義した場合，そ

こには，Ｑ公共部門による公債発行を含めるのか否か，　公共部門が債務保証を行って

いる場合には保証の対象となった債務を含めるのか否か，　杜会保険による積み立てた

どを含めるのか否か，＠政府出資法人が民問の抵当付債権を購入した場合それを含める

のか否か，など概念上いくつかの暖昧さを残す。しかし，ｒ公的金融」を「公共部門によ

る金融仲介機能」として定義すれば，このような暖昧さは排除される（すなわち＠　は除

　　　　　　　　　　５３）
外され，＠　は含められる）。 財政投融資計画でいえぱ，産業投資特別会計出資と政府保証

憤・ 政府保証借入金は対象から除外され，資金運用部資金と簡保資金，そして政府融資

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０１）
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機関が対象とされることになる。これは基本的に本稿が論述してきたことと一致する
。

ただ，ｒ公的金融」概念については次のことに留意する必要がある
。

　一つは，政府内部取引と対民問取引とを区別することである。ｒ公的金融」の特徴は ，

資金調達と資金運用とが別個の政府機関で行なわれ，その問を資金運用部による政府資

金の「統合管理」制度が媒介していることである。それゆえ，民間金融とは違って，「公

的金融」内部での取引関係が発生し，しかもそこに出資や利子補給などを含む複雑な政

府資金の構造が彩成される。財政資金の運動と構造を対象とする財政学の対象はそのよ
　　　　　　　　５４）
うなｒ政府内部金融」にあるともいえるが，ｒ公的金融」概念だげではそのような関係

が必ずしも表現できていない 。

　二つ目は，貝塚氏においては「公的金融」が日本銀行の「資金循環表」におげる「公

的金融」と一致するとされていることである。しかし，「資金循環表」が対象とする「公

的金融」機関は，ｒ郵便貯金，資金運用部資金，簡保資金，日本開発銀行，日本輸出入

銀行，中小企業金融公庫，農林漁業金融公庫，国民金融公庫，北海道東北開発公庫 ，

住宅金融公庫，中小企業信用保険公庫，公営企業金融公庫，医療金融公庫，環境衛生金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５５）
融公庫，沖縄振興開発金融公庫，およぴ海外経済協力基金」であり ，その包括範囲は限

定されている。例えぱ，この他にも，雇用促進事業団，年金福祉事業団，金属鉱業事業

団， 公害防止事業団，中小企業事業団，石炭鉱害事業団，国際協力事業団，労働福祉事

業団，石油公団，地域振興整備公団，船舶整備公団，都市開発資金融通特別会計，新工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５６）
ネルギー総合開発機構などがその業務の一部で融資事業を行なっているが，これらは除

外されている。したがって，貝塚氏がいわれるのと違って，ｒ公的金融」概念と「資金

循環表」で表わされるｒ公的金融」とは一致しない。実態把握においては注意すべき点

である 。

　「公的金融」，とくにその対民間取引は基本的には金融論の課題であり ，財政学では主

としてｒ政府内部金融」すなわち財政資金の運動と構造が間題である。ただ，財政資金

の調達と帰着関係を分析するには対民問取引の分析も不可欠であり ，その意味でｒ公的

金融」論は財政学と金融論の接点として新しい「財政投融資」論となろう 。

　第３の含意は，現行財政投融資計画制度の改革の必要性である。政府出資やｒ財政融

資」の全体像が科学的 ・民主的に把握できる制度 ・様式に改める必要がある。この点で

は， １９５０年代前後の一般会計 ・特別会計 ・政府関係機関を含めた総合予算と総合資本勘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５７）
定の作成が一つの手懸かりを示しているように思う 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０２）



財政投融資概念の検討（梅原） １８５

　本稿は財政投融資概念について目頃思っている疑問と，財政投融資計画策定時の概念

の変遷の分析をまとめたものである。ｒ財政投資」（政府出資）とｒ財政融資」の全体像

（具体的な数値）を提示して，現行財政投融資計画との乖離幅を計数的に示そうとしたが ，

ここではできなかった。また，「財政投資概念」から「財政投融資」概念への移行につ

いては，手元資料と調査の不足から，本稿は推測の域にとどまっ ている。これらについ

ては今後の課題としたい 。

　　４９）遠藤湘吉ｒ財政投融資」ｒ経済学辞典（初版）』岩波書店，１９６５年，４３２ぺ一ジ
。

　　５０）ｒ準備金」については，肥後和夫ｒｒ準備金』をめぐる明治前期の財政 ・金憩政策」ｒ財政

　　　学の基本問題（井藤半弥博士退官記念論文集）』千倉書房，１９６０年所収；高橋誠ｒｒ準備金』

　　　の財政的意義について」法政大学ｒ経済志林』第２８巻第３号，１９６０年７月 ，が詳しい。大蔵

　　　省預金部については多数の研究があるが，迎由理男ｒ大蔵省預金部」加藤俊彦編ｒ目本金融

　　　論の史的研究』東京大学出版会，１９８３年所収，が戦後の研究動向もまとめていて優れている 。

　　５１）諾外国のｒ財政投融資」制度については，福島量一・ 山口光秀 ・石川周編，前掲書，付

　　　録；北岡甲子郎ｒ財政投融資」大川政一編ｒ財政論』前掲，第１Ｖ節で紹介されている。また ，

　　　１９８６年度日本財政学会第４３回大会（法政大学）における林健久氏の報告も参照せよ（ｒ大会報

　　　告要旨』１４１～１４９ぺ一ジ） 。

５２）貝塚啓明ｒ公的金融について」東京大学ｒ経済学論集』第４７巻第３号，１９８１年１０月 。

５３）同上，２～３べ一ジ 。

５４）ｒ政府内部金融」の概念については，林栄夫，前掲書，第５章，参照 。

５５）　目本銀行ｒ資金循環勘定応用表（昭和３９年～５３年）」１９７９年６月
。

５６）　目本銀行金融研究所ｒわが国の金融制度（新版）』目本信用調査株式会杜，１９８６年，３８４～

　４２３べ一ジ，参照 。

５７）　もちろんその後も予算制度の研究は進んでいる。なお，この点については，加藤芳太郎

　ｒ政府予算と国民経済予算」島恭彦 ・林栄夫編ｒ財政学講座』第２巻，有斐閣，１９６４年所収 ，

　を参照されたい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９８７年ユＯ月）

（５０３）




